
ここでは，最初に最も単純な形のモーメントなどを求め，順次，複雑な形のものを求めていきます。

＜①片持ち梁の先端に力Ｐ＞

Ｐ

Ａ端 Ｂ端

δ
①

Ｐ：作用する力 θ
①

ｌ：梁の長さ ３

Ｅ：梁のヤング係数 ２

Ｉ：梁の断面２次モーメント

Ｑ
①

：Ａ端に作用するせん断力

Ｍ
①

：Ａ端に作用するモーメント

δ
①

：Ｂ端の変位

θ
①

：Ｂ端の変形角

※ δの算出式は，与えられているものとしてください。

θの算出で３／２としている係数も与えられているものとしてください。

なぜ３／２なのかは，梁の変形が３次曲線だから変位と勾配の関係でわかります。

※構造設計の理解に役立てれば幸いです。無断転載はしないでください。作成者：建築情報倶楽部。
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片持ち梁・単純支持梁などのモーメントや変位の算出
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「建築士の必要知識」：http://kenchikuchishiki.com/ http://kenchikuchishiki.com/kouzou/structuredesign/kaihou2/cmqsanshutsu/


